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研究主題

～主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善を通して～



子どもが主人公の学習
① 主体的に課題解決する中で，
② 知識・技能を活用して，
③ 諦めずに粘り強く取り組む。

主体的・対話的で深い学びを実現する

授業改善

単元マップ パフォーマンスシート

思考アクティブ化シートＡ，
思考アクティブ化ポイント

思考スキル

身に付けさせる資質・能力を明確に

指導事項を吟味し，計画的に

学びを生活に生かす

子どもが生き生きと学ぶ 頭をフル回転させて考える

身に付けた知識・技能を活用する

自分の学びを自覚する

学びに見通しをもつ

新たな課題を見付ける

確実に資質・能力を
身に付けさせたい！

新三観点でしっかり見取
り，指導に生かしたい！ もっと生き生きと課題

解決する姿を見たい！

もっと授業がうまくな
りたい！

自分の学びを調整する

集録 ｐ３



確実に資質・能力を
身に付けさせたい！

新三観点でしっかり見取
り，指導に生かしたい！

もっと生き生きと課題
解決する姿を見たい！

もっと授業がうまくな
りたい！

□ 身に付けるべき資質・能力
を落とさず，効果的・計画
的に配置した単元構成

□ 学びの状況をしっかりと
把握し，指導に生かす

□ 新三観点の理解と的確な評
価

□ 主体的な学びを生む魅力的
な課題づくり

□ 学ぶ意欲を高める解決の見
通し，メタ認知

□ 進んで解決するための学び
方を身に付けている

□ 対話が広がる，つながる
発問・切り返し

□ 子どもを引き付けるテンポ
のある展開と集中力（学
ぶ意欲）を持続させる展開

□ 学びがつながる板書・資料
提示（活用）

□ 効果的な学びをサポートす
るＩＣＴの活用

「指導と評価の一体化」
を目指す評価の工夫

主体性を生む
課題解決型学習の工夫

学びを深める
授業力の向上

ア 単元構成の工夫
イ 評価計画の作成
ウ 的確な評価の工夫

ア 主体性を生む課題の工夫
イ 自己の学びの認知と解決
の見通しをもたせる工夫

ウ 子どもが活用できる「思考
スキル」の整理

ア 対話を広げ深める発問や展開
の工夫

イ 思考を活性化させる工夫
ウ 既知を活用させる工夫
エ 指導の効果を高めるＩＣＴ活用
の工夫



研究内容１ 「指導と評価の一体化」を目指す評価の工夫

イ 評価計画の作成

集録 ｐ５

必要な指導を，
必要なタイミングで

３つの観点を，
単元を通して
バランスよく！

愛子2



研究内容２ 主体性を生む課題解決型学習の工夫

ウ 子どもが活用できる思考スキル「思考のミカタ」の整理

集録 ｐ１０

子どもと教師が
一緒に使える思考スキル

必要なスキルを子どもた
ち自らが選択し，それを駆
使して問題を解決していく
姿こそ，我々の目指してい

るゴールの姿



研究内容３ 学びを深める授業スキルの向上

エ 指導の効果を高めるＩＣＴ活用の工夫

集録 ｐ１５

集録 ｐ１６・資料ページ

集録 ｐ１7



研究内容３ 学びを深める授業スキルの向上

エ 指導の効果を高めるＩＣＴ活用の工夫

集録 ｐ１６



研究内容３ 学びを深める授業スキルの向上

エ 指導の効果を高めるＩＣＴ活用の工夫

集録 ｐ１５



研究内容３ 学びを深める授業スキルの向上

エ 指導の効果を高めるＩＣＴ活用の工夫

集録 ｐ１８



授
業
の
見
所４年理科「ものの温度と体積」

授業者：鎌田 喜美子教諭



集録 資料ページ
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評価の工夫 思考のミカタ ＩＣＴ活用の工夫

評価計画について



評価の工夫 思考のミカタ ＩＣＴ活用の工夫

本時の評価場面について

評価場面



集録 資料ページ

評価の工夫 思考のミカタ ＩＣＴ活用の工夫

思考アクティブ化ポイント



ＴＶ
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スクリーン

タブレット

教室環境

評価の工夫 思考のミカタ ＩＣＴ活用の工夫



実験動画
撮影

評価の工夫 思考のミカタ ＩＣＴ活用の工夫



パフォーマンス
シート

評価の工夫 思考のミカタ ＩＣＴ活用の工夫

確認問題



討
議
テ
ー
マ

① 本時の評価の見取り方，
内容，場面は適切だったか。

② 「思考のミカタ」の意図的
な活用やICTの活用によっ
て，児童の思考が活性化し，
主体的に学習に取り組むこ
とができたか。


